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第 1 週 ：

第 2 週 ：

第 3 週 ：

第 4 週 ：

教師とは何かを検討する作業として、教師の仕事はどういうものとして理解されてきたか
を、歴史的変遷を踏まえながら学びます。同時に、教師の労働をどう捉えたらいいのか
考察します。

「教職の現状」に関連するミ
ニレポート課題と次回授業
の予習プリントを配布しま
す。(復習2時間・予習2時間
分）

教員の今日的な役割とは

教職の現状について考える

教育とは何かを確認したうえで、教育の専門家である教師の存在意義、役割、社会的期
待、資格と力量について考察し、今日の教師を取り巻く諸動向について学びます。

「教職の現状」に関連するミ
ニレポート課題と次回授業
の予習プリントを配布しま
す。(復習2時間・予習2時間
分）

教職観の検討

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

オリエンテーション

授業効果を図り、授業への動機づけ対応も考慮しながら、教育内容、教育方法にも言及
します。シラバスに基づきながら、15回の講義の展開に関する諸注意や受講態度の重要
性についても詳細に説明を加えます。

毎回、授業で学んだ内容に
関連したミニレポートを課
すことで、学びの振り返りを
し、学びの定着を図ってい
ます。プリントを多用し、読
み、書き、そして学びの記
録シート作成と、作業する
時間も多いので、よく説明
を聞きながら積極的にノー
トを取ってください。

関連科目 教職に関する全科目

授業の目的

この授業の目的は、　①公教育を担う職業的な特性を認識し、その社会的使命について説明で
きる。
②今日の教育を取り巻く動向を理解し、そこで要請される資質や役割を説明できる。③教員とし
ての職務内容を理解し、学び続ける教員としての服務や身分について説明できる。④学校内外
との連携を念頭に、チームとしての学校対応の重要性について説明できる。以上の目的を念頭
に展開していきます。

授業の概要

本講義においては、今日教職を取り巻く諸状況を関して、職務の重要性に着目しながら、制度面
や実態を考慮に入れ、複眼的に教職の意義や教員の果たす役割、職務に関わる内容理解を図
る。また、チーム学校の観点からも、学校運営のあり方にも言及しつつ授業を進めていきます。

受講心得
教育に関する幅広い分野を対象に学ぶので、新聞の教育記事などにも日常的に目を通す習慣
をつけておくこと。

教科書 授業内容に合わせて適宜資料を配布

参考文献及び指定
図書

授業時に適宜、指示します

必修・選択区分 教職関係科目（必修） 単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

教職を志望するなど教職に魅力を感じ、教職に求められる役割を習得する意欲を有しているこ
と。

平成３０年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英） 教職概論 (Introduction to Teaching Profession  )

担当教員名 石橋　修

配当学年 1 開講期 後期
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第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ：

第10週：

第11週：

第12週：

第13週：

第14週： 教員の職業的特徴について

学校教員の専門的力量形成には、同僚性が深く関わっており、協働関係、互恵的支援
関係として、新任教員のメンタリング、校内研修、校務分掌、職務遂行の円滑な推進に
関与していることを学びます。

「教職の同僚性」に関連す
るミニレポート課題と次回
授業の予習プリントを配布
します。(復習2時間・予習2
時間分）

諸外国における教員養成

イギリス、アメリカ、フィンランドの教員養成の実情を踏まえて我が国との違い等を比較検
討を加えます。、OECDが実施するPISSAの状況も考慮し教員養成の在り方に言及しま
す。

「諸外国の教員養成」に関
連するミニレポート課題と
次回授業の予習プリントを
配布します。(復習2時間・
予習2時間分）

教員の養成・採用・研修について

教員養成の歴史を踏まえながら、教員免許制度改革動向の理解を促す説明を加え、併
せて教員研修の種類や体系にも触れ、教員の資質向上と研修についての理解を図りま
す。

「教員養成・採用・研修」に
関連するミニレポート課題
と次回授業の予習プリント
を配布します。(復習2時
間・予習2時間分）

教員の同僚性と学校

学校のマネジメント力が問われる中で、教員と教員以外のそれぞれの専門性を生かした
学校組織の総合力が求められている。「チーム学校」が叫ばれる背景を理解しながら、こ
れからの時代に求められる学校教育の実現への動向にも言及します。

「チーム学校」に関連するミ
ニレポート課題と次回授業
の予習プリントを配布しま
す。(復習2時間・予習2時間
分）

学内外の連携に問われること

学校内部組織の「なべぶた型」から「ピラミッド型」への移行、「開かれた学校」としての地
域連携の必要性や学社連携・協働、学社融合が推進されている実態を理解し、課題に
ついて検討します。

「学内外連携・協働」に関
連するミニレポート課題と
次回授業の予習プリントを
配布します。(復習2時間・
予習2時間分）

服務や身分からみる教員の立場

教育の任用、服務について、「身分と任用」、「服務」、「身分保障と分限及び懲戒」、「勤
務条件」を中心に理解に繋がる説明をします。

「教員の立場」に関連するミ
ニレポート課題と次回授業
の予習プリントを配布しま
す。(復習2時間・予習2時間
分）

「チーム学校」とは

教員の仕事を、「学習指導」、「生徒指導」、「学級経営」の観点から把握し、教員の職務
内容の実際の理解を促し、課題も検討します。

「教職の職務内容」に関連
するミニレポート課題と次
回授業の予習プリントを配
布します。(復習2時間・予
習2時間分）

教員像と学びについて

「学び続ける教員」像が要請される今日、教員として求められる力量形成の前提となる
「学び」の重要性について検討し、具体的な研修の取り組みについても検討します。

「教員像」に関連するミニレ
ポート課題と次回授業の予
習プリントを配布します。
(復習2時間・予習2時間分）

教員に求められる資質とは

今日の教育を取り巻く状況を念頭に、教員に求められる資質を「教職に対する強い情
熱」、「教育の専門家としての確かな力量」、「総合的な人間力」の内容を吟味、求められ
る資質を考察する。

「教員に求められる資質」
に関連するミニレポート課
題と次回授業の予習プリン
トを配布します。(復習2時
間・予習2時間分）

教員の職務内容

教員を取り巻く諸動向を踏まえながら、教員に求められる社会的使命を「グローバル
化」、「変化の時代」、「教員の職務から必然的に求められる資質」等を手掛かりに、文科
省の答申なども含め、解説します。

「教職の現状」に関連するミ
ニレポート課題と次回授業
の予習プリントを配布しま
す。(復習2時間・予習2時間
分）



第15週：

第16週：

合計欄 100点

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 10点 10点 10点

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
30点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

10点

○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
10点 10点 10点

【知識・理解】
授業で扱う知識や事実について正確に理解し、自分なりの言葉で適切にまとめることができる。

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

学んだ内容に関しての質問に適切に応答し、感想記録にも知識・理解の内容を十分に表現でき
る。

【思考・判断・創
造】

学んだことを振り返り、意味づけや自分なりの考察ができる。

地域志向科目

備考 受講生数に応じて、小グループによる討議や報告作業の組み合わせも検討します。

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

教職の授業にふさわしい態度で、授業内容への興味関心を持ち、意欲的に学習できる。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング

コンピテンシーに基づく教育改革は、新学習指導要領にも反映され、カリキュラムをデザ
インする力、マネージメントする力が求められていることへの理解に繋がる話題提供とそ
れについての検討をします。

「教職と力量形成」に関連
するミニレポート課題(復習
2時間分）を配布します。

期末試験

15回分の講義内容について試験を行います。

教員としてのキャリア教育への理解は不可欠な要件であり、生徒指導としての観点から
も重要な役割を担っている。同時に、自らのライフサイクルやワークライフバランスを考
え、社会的使命を踏まえた教職へのやりがい（生きがい）の確認も重要である。教職の、
職業的特徴を理解するならでの教職への選択を万全なものに方向づけます。

「教職の職業的特徴」に関
連するミニレポート課題と
次回授業の予習プリントを
配布します。(復習2時間・
予習2時間分）

これからの教職に求められる姿勢・力量について



レポート・作品等
（提出物）

毎回、講義終了後、講義内容に関連した設問を出題し、内容理解の評価と定着を図ります。

発表・その他
（無形成果）

参加態度は、振り返りシートの内容も考慮しながら、受講生仲間への配慮や、学びへの真摯さな
ど、教師として求められる資質について評価します。


